
令和８年度当初予算 警察本部主要施策の概要 

（令和７年度第１次２月補正予算を含む） 

 

◎予算編成のポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎重点主要施策の概要  

○ 被災地におけるきめ細かなパトロール活動や迅速・的確な初動捜査活動、道路の

復旧状況に合わせた交通安全施設の整備など、被災地の復旧・復興を支えるための

治安対策を一層推進する。 

 

○ 特殊詐欺、ＳＮＳ型投資・ロマンス詐欺防止対策や少年の非行防止・保護対策、

初動警察活動の強化を図るなど、「犯罪の起きにくい社会づくり」を推進する。 

 

○ 安全で安心なサイバー空間の確保に向け、警察組織の人的・物的基盤の強化を図

るほか、官民連携による各種対策を推進する。 

 

○ 初動捜査における迅速・的確な客観証拠の収集、先端科学技術の活用など、警察

組織全体の検挙力及び事態対処能力を強化する。 

 

○ 自治体、関係機関・団体等と連携した交通安全教育や交通安全活動、悪質・危険

な違反に対する取締りの強化、交通実態に即した交通安全施設の整備等を推進する。 

 

○ 大規模な災害に的確に対処するため、災害対処能力の一層の向上を図る。 

 

○ 犯罪被害者等に寄り添ったきめ細かな支援や途切れない支援の提供、犯罪被害者

等に対する県民の理解増進等の各種取組を一層強化する。 

 

○ 警察職員としての適性と意欲を有する多様な人材の確保や警察施設・装備資機材

の計画的整備等により警察力の充実強化を図る。 
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・ 刑法犯認知件数は、平成１５年のピーク時と比べ３分の１程度に減少してい

るものの、匿名・流動型犯罪グループが特殊詐欺等に関与し、治安対策上の脅

威となっている。また、交通事故の発生件数、死者数及び負傷者数は下げ止ま

りの傾向を示しているなど、治安情勢は依然として予断を許さない状況にある。

加えて、被災地の刑法犯認知件数が増加の見込みであることや、交通環境の変

化による交通事故の発生など、被災地の治安の確保は喫緊の課題となっている。 

・ 県警察では、直面する治安課題に的確に対処し、「安全で安心して暮らせる石

川の実現」に取り組む。 
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